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床版配筋図(その3)

本下之城橋　橋梁詳細設計業務委託

東御市　下之城

本下之城橋上部工設計縮小図面

図面目録

共通詳細図

断面構成図(その2)

キャンバー図

位置図

主桁G1(その2)

主桁G2(その3)

主桁G2(その4)

主桁G2(その5)

端支点上横桁

中間対傾構

伸縮装置

防護柵図

線形図

断面構成図(その1)

主桁G2(その1)

主桁G2(その2)

主桁G1(その3)

主桁G1(その4)

主桁G1(その5)

主桁G1(その1)

株式会社みすず綜合コンサルタント東御支店

本下之城橋梁一般図

上部工構造図

安全施設構造図

仮設図1

仮設図2

仮設図3

仮設図4

仮設図5

床版配筋図(その2)

下横構(その1)

下横構(その2)

下横構(その3)

床版配筋図(その1)

東　　御　　市　　役　　所

排水装置(その1)

排水装置(その2)

支承詳細図(その1)

支承詳細図(その2)
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管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

測量会社

設計会社

番号 縮尺2
38 図 示

本 下 之 城 橋

一 般 図

設計照査課長市長

東 御 市

市道 下之城・西原線

橋梁諸元

橋梁形式

橋の重要度

橋 長

支 間

幅 員

設計荷重

平面線形

橋 台

基礎形式

項 目 主要諸元

路線名

橋 名

添架物

市道 下之城・西原線

本下之城橋

単純鋼合成鈑桁橋

直接基礎

逆Ｔ式橋台

なし

有効:2.8m, 全幅:4.0m

斜角:90°00′00″, R=∞

39.30ｍ

40.00ｍ

A種

縦断勾配

横断勾配

群集荷重

使用鋼材 鋼材：SMA400W,SMA490W,S10TW

基礎形式 鉄筋：SD345

主な適用基準 道路橋示方書・同解説（日本道路協会）
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本下之城橋 一般図
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管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

測量会社

設計会社

番号 縮尺6
38 図 示

本 下 之 城 橋

断面構成図(その2)

設計照査課長市長

東 御 市

市道 下之城・西原線

工事橋梁災害復旧令和元年災

実施図
元災1524号

桜井俊文

株式会社みすず綜合
コンサルタント

高藤亨仁

池田宏和東御支店

浅田冨司調査会社

株式会社みすず綜合
コンサルタント東御支店
株式会社みすず綜合
コンサルタント東御支店

断面構成図(その2) S=1:200(A3)

S=1:100(A1)

4890 6@4920=29520 4890

39300

6735 8640 8550 8640 6735

kN･m 荷重係数を考慮した設計断面力
0 0

1000 1000

2000 2000

3000 3000

4000 4000

格間長

1 2 3 4 5 6 7 8

径間長

断面変化長

J-1 J-2 J-3 J-4

合成前合計

合成後合計

活荷重

合成後+活荷重

1
4
0
0

G2

6735 8640 8550 8640 6735現場継手位置

第 2主桁 1 2 3 4 5

断面名 Sec-1 Sec-2 Sec-3 Sec-4 Sec-5

上フランジ 幅 470 470 470 470 470

厚 21(3) 37(3) 37(3) 37(3) 21(3)

腹板 高さ 1400 1400 1400 1400 1400

厚 9(3) 9(3) 9(3) 9(3) 9(3)

下フランジ 幅 500 500 500 500 500

厚 18(3) 33(3) 33(3) 33(3) 18(3)

上フランジ σd

σud

σud-σd

応力ケース

下フランジ σd

σud

σud-σd

応力ケース

腹板 τd

τud

合成

孔引き後σ 上フランジ

下フランジ

決定要因 上フランジ

下フランジ

-256

272

15

2:鋼

222

272

49

4:合成

51

157

0.88

258

B

E

-252

272

20

2:鋼

226

272

45

4:合成

34

157

0.79

263

E

C

-261

272

11

2:鋼

237

272

35

4:合成

13

157

0.84

263

B

C
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272
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2:鋼
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4:合成

-34
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0.79

E

C

-256

272

15

2:鋼

222

272

49

4:合成

-51

157

0.88

258

B

E

単位：mm N/mm2

材質 (1):SMA400W

(2):-------

(3):SMA490W

(4):SMA570W

(9):SBHS400W

(10):SBHS500W

応力ケース 1:D1

2:D+TF+CR+SH

3:D-TF+CR+SH

4:D+Lmax+TF+CR+SH

5:D+Lmax-TF+CR+SH

6:D+Lmin+TF+CR+SH

7:D+Lmin-TF+CR+SH

鋼桁：鋼桁のみ（合成前）

鋼 ：鋼桁+鉄筋（合成後）

合成：鋼桁+ｺﾝｸﾘｰﾄ床版（合成後）

決定要因 A:引張応力度

B:圧縮応力度

C:孔引応力度

D:フランジ自由突出

E:フランジ板厚差


































































